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税務相談　　　　　相続対策コンサルティング
税務監査　　　　　事業承継コンサルティング
税務争訟
Tax Planning

リトルトリートの意味は“ちょっとしたご褒美”。一日のちょっとした時間でカラダとココロにご褒美を与える場所をイメージして命名。半田初の酸素
カプセル・コラーゲンマシーン専門店店長の山本さんと、家族同士のお付き合いで友達歴13年の太田さんの見事なコミュニケーションと笑顔
で居心地良さ◎。

表紙‥‥新時代に向け新しくなった「geppou」は、様々な世界で働く方々の輝く今をご紹介します。

Capsule Salon LITTLE TREAT 　山本量子さん㊧　　太田恭子さん㊨
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全ての人を幸せに！

1970年三重県多気郡生まれ。93年法政大学法学部卒業。同年日本電信電
話㈱（現ＮＴＴ西日本）入社。刈谷支店、ＮＴＴ研修センター勤務、本社勤務を経
て、2017年現職。三重県在住。当所議員。

NTT西日本 東海事業本部
ビジネス営業部 ビジネスパートナー営業部門長

　世界のホームラン王、王貞治氏に憧れ「子供たちに夢を与える
野球選手になりたい」と高校卒業まで野球中心の毎日。法政大学
に入学し硬式野球部に入部。甲子園で活躍した名だたる選手た
ちと共にプレーする機会を得た。しかし、夢へのステップを駆け上が
ろうとした矢先、肩の怪我によりその道は儚くも絶たれた。
　「失意の中で支えとなったのが『電話』でした。一人暮らしが始ま
ったばかりの東京は心細く、郷里の友達に電話し続けました。請求
金額に驚き『もっと気軽に使える電話にしたい』『沢山の人の役に
立つため顧客数の多い企業に就職したい』とＮＴＴを志望。怪我の
後に所属した軟式野球部の先輩からの導きもあり入社し、営業か
らスタートしました」
　後、ＮＴＴ研修センターにおけるＪＩＣＡ（国際協力機構）海外研修
員の受け入れ業務、ＮＴＴ西日本本社での企画業務等、様々な部
署で幅広い業務に携わり、２０１７年に東海事業本部に新設され
た、パートナー企業とのアライアンスを推進するビジネスパートナー
営業部門の長として着任。入社して27年、通信は固定電話からイ
ンターネットへと激変したが、同時に自らも日を追うごと、役職に就く
ごとに、その姿、言動は変化し続けている。営業職として各戸の扉
を叩いて回った新人時代、インターホンを押すことをためらい、消え
入りそうな声で対応していた。研修センターでは、各国代表の研修
員との英語での対応に苦慮し冷や汗を流したという。
　「僕は元来内気で人見知りタイプ。身内からは絶対営業には向
かないと心配されました。いつの頃からか役をいただくとスイッチが
入るというか、成りきることができるようになりました。今も目一杯気
張ってその役を演じています（笑）」
　同部門は、パートナー企業との各種提携により、情報機器・ネット
ワークサービス・クラウドサービス等を組み合わせたソリューションを
提供し、お客さまである中小企業の経営課題を解決へと導くよう取
り組んでいる。パートナー企業との関わりは、異文化との出会いで
もあり、相互のコミュニケーションや信頼が不可欠。日々、課題は山

積されるが『大変なのが普通。大変だから任命されたと解釈してい
る』と前向きに真摯に取り組む。パートナー企業との対応を中心に
東海４県を飛び回る日々だが、『大阪本社勤務時代に西日本全域
を対象としていた時と比べれば、行動範囲は狭い』と、今日は静岡、
明日は三重とフットワークも軽い。
　「当社は通信インフラを支える企業として社会貢献してきました。
時代の変化を再認識した上で、今後は社会を取り巻く様々な課題
を先頭に立ってＩＣＴの力で解決していく『ソーシャルＩＣＴパイオニ
ア』を目指して変革を続けています。その自負を持ち、パートナー企
業と共にもっと沢山のお客さまに貢献していきたい。ＮＴＴだけでは
解決できないお客さま
の課題もパートナー企
業と連携すれば解決
できると思っています」
　お客さまやパートナ
ー企業との対応だけで
なく、自部門社員40名
の統率も重要な仕事
である。社員が健康で
あることが大前提。安
心して働けるよう職場
環境の改善等に配慮し、経営方針等をわかりやすく伝え方向性を
合わせるよう努力している。
　「入社研修時の目標を掲げる場面で好きな歌のワンフレーズ
『最後は僕が笑う』と書きました。苦労しても多くのお客様に貢献し
沢山の方を幸せにできたら、『頑張って良かった』と笑うことができま
す。まだ成長過程の僕なのでこれからも人を幸せにするチャンスは
沢山あります（笑）。最後は『ＮＴＴに入って良かった』と笑いたい、そ
れが今の僕の夢です」
　野球少年だった頃から、社会の役に立ちたいという想いを持ち
続けた。大人になった今も誰かがハッピーになれば嬉しい。その熱
い想いは変わらない。

物心ついて以降、野球から長く遠ざかったことはなく、今もプロ・アマの枠を
超えて出身校別にＯＢチームを結成し戦う夢の舞台『マスターズ甲子園』出場
に向けて挑戦しています。試合で痛めた両膝を昨年手術。来る3月の県予選
に向け完全復帰でピッチャーマウンドに戻ることを目指しています。10年後は
「１３０ｋｍを投げる還暦おじさん」が目標です。
野球は3割打ってようやく一流ですが、「仕事の新企画は打率1割でもＯＫ！」

と社員に伝え、「まずはバッターボックスに立ってバット振ってこい！」とチャレン
ジを後押ししています。失敗から学ぶことも沢山あります。若い人はもちろん、
誰もが可能性を秘めています。仲間を信じ、自分らしい人生を送ってほしいと願
っています。

大西 壮氏
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①大学軟式野球部時代
②パラグアイの仕事の合間に　
イグアスの滝に（1999年、左）
③研修センター歓迎会
　（1998年）
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マスターズ集合写真 ピッチャーとして活躍（伊勢新聞
に掲載）
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「考動する商工会議所」から
「真に活動する商工会議所」へ

「考動する商工会議所」として、半田商工会議所を変革していく榊原康弘会頭の基本方針のもと、
1期目の3年を終え、新たに2期目がスタートした。 
「会員ファースト」を引き続き取り組みの柱に、時代に即したスピード感をもって、
商工会議所・行政・市議会が三位一体となり、私たちのまちを良くする、元気にする、
活性化する決意のもと活動を始める。

榊原会頭（右から3人目）を中心に、右から水野副会頭、中埜副会頭、小栗副会頭、松石副会頭、小柳専務理事

◉正副会頭座談会／榊原体制、２期目を迎えて
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小柳　昨年１０月末の任期満了に伴い、１１月からの現任期
で会頭、副会頭が再選された。本日は１期目を終えられての
感想、これからの３年間の展望などを伺う。先ずは１期目３年
間を振り返っての印象、２期目の開始にあたっての心境はい
かがか。

榊原　最初に会頭をお受けした３年前には１期で退く考えで
臨んだが、昨年４月に逝去された京才前専務理事の意も汲
み、２期目をお受けする決心をした。
　京才前専務理事は、商工会議所業務に尽力し、多くの会
員企業を支援されてこられた。その意思を受け継ぐことが京
才前専務理事の想いと私の心の中で重く受けとめ、どうした
らその約束を果たせるのか、２期目のスタートはそれが最も自
分の中で大きな位置を占めている。２期目も正副会頭、同じ陣
容だが、その想いは共有している。そして新しい専務理事、
事務局長は、京才前専務理事の想いをしっかり受けとめ、次
に繋いでいくことが大きな仕事ではないかと感じている。そう
いうことを含めた中で２期目を務めていきたいと思っている。

中埜　会頭と同じ３年前に副会頭に就任したが、元々サラリ
ーマン生活が長く、ほとんど商工会議所と関係することはな
く、そもそも商工会議所が何をするかも良く分からない状況の
中でのスタートだった。商工会議所の使命は地域の産業、観
光振興、発展に寄与すること、文化の継承等と表記されてい
るが、将来的には活動の継続が危ういのではないかと心の
中では思っていた。しかしながらその考えは全くの見当外れ
で、会頭の下で様々な事業に関わらせていただいた。この３
年間、会頭と色 と々仕事をし、良かったなあと思うのはその立
場に就いた以上、何か足跡を残したい、何かやりたいと非常
に前向きに考え、行動をされる姿勢を間近で拝見したこと。

松石　私もこの３年間は、会頭とご一緒させていただいたこ
とが一番良かったと感じている。経営者はこう考えるのだ、こう
いう時にはこういう決断をするのだとか、有意義なことを勉強
させていただいた。そして各副会頭とご一緒し、色 な々考え方
を吸収させていただき、自分が勉強させていただいたというこ
とが有り難かった。

水野　私も尊敬する会頭、副会頭の先輩方に色々なことを
教えていただき、大変勉強させていただいた３年間だった。
　昨年９月には１２６周年を迎えた半田商工会議所の歴史
の重みと、地域社会からの信頼、信用、期待というものが相当
大きいことを実感した。副会頭という立場で外に出ていくと、非
常によく分かり、切実に感じることが多く、与えられている役割
をしっかりと果たし、期待に応えていかなければならないと心
に刻んでいる。

小栗　私は副会頭として３期目を迎え、リーダーが変われば、
そのリーダーのカラーが出て、全ての面に会頭方針が出て、
有意義な商工会議所運営ができたのではないかと感じてい
る。先ずは商工会議所を変えていくという大きな仕事をいただ
いたが、具体的に何が変わったかといえば、『意識』ではない
かと感じている。会員の皆さんや役員議員も、「会員であれば
良い」と、会員であることが重要だったようだが、ここにきて『活
動してこその商工会議所』であると変化してきたように見受け
られ、活動をカタチにして知多半島の中で示すことが大切だ
と骨身に染みた。

榊原　１期目は商工会議所を変えていくという大きな基本方
針に基づき、特に副会頭の皆さん方には、商工会議所をいか
に今までと違ったカタチに作り上げていくかを中心に動いてい
ただいた。色々なことを試みてきたが、『考動する商工会議
所』として、具現化の第一歩に半田市内を５地域に分け『地
域別会員懇談会』を開催した。４人の副会頭と一緒に行動し
てきたが、現場の生の声を聞くことの重要性を再認識した。商
工会議所は本来『会員ファースト』であり、会員のためになる
ことをいかにやっていくかが重要。それが出来なければ会員
の皆さんが受け入れてくれるはずはない。商工会議所は、会
員によって支えられている。同時に商工会議所職員が、誰の
ために仕事をするか…。誰から負託を受けているのか…。会
員の皆さんからの会費と共に負託を受けている。自ずと会員
のために仕事をするという結論に導かれるはずであり、それを
忘れずに仕事をしていかなければならないと切に思っている。

小柳　１期目は会頭方針を受けて『組織運営委員会』、『に
ぎわい創出委員会』、『企業問題対策委員会』、『人財育成
委員会』の４委員会を新たに発足した。各委員会を副会頭
の皆さんに担当いただき、委員長・副委員長と連携してまとめ
ていただいた。この取り組みも商工会議所が変わってきた一
因になったのではないかと感じている。委員会担当副会頭の
立場から、ご意見をお伺いしたい。

副会頭　小栗利朗
（中利（株） 代表取締役）

経済効果の実証は
今後の大きな
テーマになる

会頭　榊原康弘
（知多信用金庫 会長）

行政・市議会と
三位一体で
挑戦をし続ける

１期目３年間を振り返る

考動する商工会議所として
　地域別会員懇談会を開催
　4委員会を発足
　行政との懇談会を実施　
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小栗　どちらかといえば商工会議所は従来、業種別の『部
会』が活動の主体だったのではと考える。伝統的であった
り、革新的であったり、大小様々な部会があり、半田は比較
的恵まれた構成で部会が運営されてきた。４委員会に絞る
ことで部会活動にも影響が出るのではないかと思ったが、４
委員会に集約したことも奏功し、各担当副会頭が一生懸
命動き、このまち全体の雰囲気をかなり良い状態に作り上
げていただいたという気がしている。
　私が担当する『企業問題対策委員会』も、半田市内へ
の進出企業と当地に本社を置く皆さんが業種を超えて企
業の問題をテーマに、話し合う場所ができ良かった。特に進
出企業の方たちは、気を遣われながらも両者が協業化とい
うか、それが上手に融合できた３年間だったと感じている。
　企業問題対策委員会は、災害対策が一番大きなテーマ
になっている。全国に拠点を持っている企業は、災害が来る
たびに必ず被害を受けてしまう。被災のご苦労を聞く機会も
多く、災害を身近に感じ、自社の危機管理を見直すきっかけ
になった３年間だったなと思う。

中埜　組織運営委員会は、どちらかというと商工会議所内
のことを管掌する役割で、私の長いサラリーマン時代の経
験も活かせると思っている。
　昨年あたりから、外部と関わりを持とうと委員会の所管事
項の一つに『魅力ある会議所づくり』を取り入れ、ＩＴ化、ＩＴ
を活用し会員にとって使いやすい、利用しやすい商工会議
所であると同時に、商工会議所の中の業務ももっと効率化
ができないかと委員会の中で議論をしてきた。先ずは大垣
商工会議所を視察し、Ｗｅｂセミナーを始めた。現在の利用
状況では、毎月相当数の会員が利用されていると知り、お
役に立つことができ良かったと思っている。

松石　人財育成委員会を担当し、事業承継、外国人労働
者の問題等を課題に挙げ、最初は『老舗企業に学ぶ』や
『Ｍ＆Ａ』を勉強してきた。しかし時代の変遷から、各企業が
雇用対策として外国人労働者を積極的に取り入れていく
中で、多文化共生等を議論していく変化となった。外国人
労働者について学ぶため、ベトナム、カンボジアへの海外視
察を２年連続で実施し、委員会事業としてもより充実したも
のとなったと委員の皆さんに感謝している。駆け抜けてきた
という実感が非常に持てるこの３年間だった。

水野　にぎわい創出委員会を担当してきたが、名鉄知多
半田駅前の区画整理事業、再開発事業であるクラシティ、
そしてこれから始まるＪＲ半田駅前の土地区画整理事業
は、昭和から平成、そして令和へと時代が大きく変わってい

く中で、構想から計画、実施まで、長い時間をかけて事業が
執行される。時代の変化を乗り越えて地域経営していく難し
さを感じている。
　また、ハード整備で街を綺麗にすれば地域が良くなるかと
いうとそうではなく、まちの進化は良いものを残しながら活か
し、新しいことにチャレンジしていく。何を活かし、何にチャレン
ジしていくか…。今を、未来を、どう創っていくのか…。２０年、３０
年後に対する責任を全うするため、行政、地域の皆様、関係
諸団体とまちの将来ビジョンを策定共有し、今、行動しなけれ
ばならないと実感している。

小柳　現在の体制となり、半田市長を始めとする市三役と
の懇談の機会を設け、昨年秋から市議会との懇談も始めて
いる。商工会議所としても継続し伸ばしていきたいと思っている。

榊原　行政との懇談会を３ヶ月に１度くらいやってきたが、経
済振興には同じ方向を向かなければならず、これは重要な
取り組みだと考えている。ただそれだけでは不十分で、市議
会との懇談をやろうと、昨年９月に初めて実施した。行政と議
会と商工会議所、この３者が三位一体となって動かないと実
現しない。この３者は、自分たちのまちを良くする、元気にす
る、活性化するという目標は同じであり、互いに共有できると
思っている。中でも、会員や市民の声を直接届けることができ
るのは、商工会議所の役目だと思っている。行動を起こすこと
により、まちが動き、変わる。付け加えると１２６年の歴史ある商
工会議所を変えることも必要だが、残すことも必要。１００年
企業は、少しずつ変化させながら１００年継続している。必ず
どこかで見えない部分も含め変えているはず。商工会議所も
一気には難しいと思うが、私たちが担当している間に、何を
変えることができるか考えていかねばならないと思っている。

小柳　この３年間、正副会頭の主導により、変革やそのスピ
ード感をヒシヒシと感じる。商工会議所としてどのように変化し
ていかなければいけないのか、職員個々の意識、行動も大
変重要で、しっかりと理解し、一緒になって活動できるか…。
職員も益々緊張感を持って取り組みたいと思っている。
　さて、新たな任期の３年間、各委員会が中心となり、これま
で積み上げてきたものを活かし活動していくことを想定してい
る。特に企業の外国人雇用に関し、海外視察をしながら関
係づくりをしてきたが、この３年間でどのように進めていくか。

松石　今、日本は少子高齢化で人口減少が避けられない。
半田に置き換えた時、明らかに１０年後、２０年後、３０年後に
人口が減少し、経済が沈滞化していく。外国人の方たちが、
住み良く、働きやすく、このまちが良いというまちづくりをし、外
国人を受け入れる姿勢にしないと地域経済が維持できない
と思う。これからは、外国人の方たちを積極的に雇用する方
向性に変えていく必要がある。市民、まちの皆さんも巻き込
み、外国人と多文化共生を図り、このまちが更に発展すると

副会頭　中埜喜夫
（（株）Office北岳楼 代表取締役）

中小・小規模企業の
声を代弁するのが
商工会議所！

新たな３年目の目標

魅力ある商工会議所づくりを強化
　外国人と多文化共生を図る
　地域力を向上しクリエイティブに創造
　効果を数値で分かりやすく発信
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いう考え方に持っていくことも大事だと考えている。今まで、２
回海外視察をしてきたが、日本に行きたいとおっしゃっている
方が数多く、日本企業も来て欲しいという方がいらっしゃる。マ
ッチングをどう考えていくかが課題かなと思っているが、この３
年間やってきたことをベースに成果を出せるようにしたい。この
時代はスピードが肝要で変化を早くしていかないといけない。
具体的な実行に至らなかったこれまでの流れを引きずること
があってはならない。今はスピード感を持ち、変化に対応して
いくことが大事であり、会頭、副会頭の皆さんと一緒に大変革
を遂げられる３年間にチャレンジさせていただけたらと思う。

小柳　半田運河は行政による整備が進み、ＪＲに関しては高
架化になって、まちの雰囲気が変わっていく。その変化にいか
に付いていくか…。また、変化を牽引する商工会議所の指導
力が試されていると思う。
　にぎわい創出委員会から新たに地域力創造委員会へと
刷新し、「地域力創造」という観点で、どのようにお考えか。
　
水野　地域力創造委員会という名称に変えたのは、この３
年間担当させていただいて、まず、地域の力が弱いと感じた。
つまり、地域の評価が低いということ。具体的には市外から半
田に来て商売をしようという人がどれだけいるか…。非常に少
ない。この地域で出店し、商売をする魅力はないという評価で
あるということ。地域の評価である「地域力」を、向上させるだ
けでなく、クリエイティブに創造していく必要があると思ったか
ら。まちの持っている資源の中で、「人」が一番の地域資源で
ある。また、半田には運河、赤レンガ建物等があり、伝統文化も
含め、その資源をどのように活かしていくか。活かすのは人。
今、半田運河周辺を、地元企業が中心となって活性化しよう
としている中で、我々個人もそうだが、企業市民も積極的に参
画し相乗効果を高めることが必要。外部の力も必要かもしれ
ないが、まずは地元が人を呼び込む仕掛け、知恵を投入して
いけるか、我々の力を注いでいけるかということが重要ではな
いかと思う。商工会議所の役割はそこにある。

中埜　新たな３年間は、『魅力ある商工会議所づくり』につい
て強化したい。会頭方針にある商工会議所の“改革委員会”
としての活動をしていく。何ができるかしっかりと考えていきた
い。

水野　松石副会頭が言われたように、民間もスピード感をキ
ャッチし、手を打っていくことは必要。歴史を重ねるとどうしても
ゆっくりになってしまいがちだが、時代も令和になりスピード感
を活かしていく使命を商工会議所が負っているのではない
か。今は商工会議所だけではやれない時代になっている。行
政、他の商工会議所など、広域で手を組んでいく、もしくはそ

の事業の関係者、機関などと手を結び、同じ方向へと進んで
いくという、未来を創るプラットホーム的な役割を、商工会議所
がリーダーとして担って行くことが求められている。それを果た
し、一段ずつ積み重ねながら１０年、２０年後に向かって次の
時代に渡していけるまちを創ることができると強く感じている。
３年間のうちに、ただ動くだけではなく、考えて動くべきとし、今
度は「活動する商工会議所」として、これまでの３年間をどう
礎にして考動・活動に移し、何か一つでも築き、次の期に突入
していける新たな３年間でありたいと思う。

松石　行政施策には経済的な観点が少ないように感じる。
半田市総合計画も経済を活性化するという観点は乏しく、ど
うしても市民サービスが優先となる。行政には、経済を活性化
させ、まちの活力を上げる施策を実施していただきたいが、一
つの施策を実行したら地域にどれほどの経済効果をもたらし
ているか、商工会議所としてはその点を強く問い掛け、経済
効果の是非を常に発信をしていかなければならないと思う。

榊原　集客を伴う施策では、来場者数は発表されるが経済
効果は出されないことが多い。商店街の皆さんや商売をして
いる方に経済効果をもたらすことが大切。肌身で感じるだけ
ではなく、活性化も数値で示さないと活性化にならない。最終
的には数字で表すことが一番。皆さんの理解を得るために必
要なことだ。市民のためにも、経済効果を数字で表すことが
重要。それは行政の仕事でもあり、本気になって行政も経済
効果を頭の中に入れるべきだと思う。

中埜　赤レンガ建物や半田運河沿いも結構な人数が年間
訪れていると思う。しかし、季節によって波があるという根本的
な問題もあり観光も定着しない。商工会議所も来街者にアン
ケートに答えてもらうとか、一石を投じるようなことをやらないと
いけないかもしれない。

小栗　市町村の限界がその辺にある。副会頭を務め、徐々
に感じてきたことは、効果を数値で分かりやすく発信すること
を商工会議所がやらなければいけないということであり、商工
会議所のこれからの切り口にもなる。半田商工会議所は明治
２６年に発足し、地方都市の商工会議所として存続してい
る。亀崎や成岩など、まちの元気さも半田市内の各地区に時
代の流れを感じる。地域別会員懇談会を実施して「なるほど
なぁ」と。これも懇談会をやらないと分からない部分だった。
　商工会議所としても、これからも重要な事業になってくると
感じている。一つ一つの取り組みにかかる経済効果の実証
は、これからの商工会議所としての大きなテーマになってくる
のではないか。

副会頭　水野貴之
（八洲建設（株） 代表取締役）

人が一番の
地域資源
活かすのは人

副会頭　松石奉之
（（株）マツイシ楽器店 代表取締役）

スピード感を持ち
変化に対応し、大変革を
遂げる３年間に！
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水野　経済効果が単発であったとしても、来街者による消
費で、その日その日の利益の積み重ねが大きな経済効果に
繋がる。出来る限り恒常的な事業として存在し得ないと続
かないということになる。イベントを行うにしても、「何人集客し
ました」という評価指標ではなく、地域の店舗で「いくら消費
されました」が問われるべき。指標が変わればイベントの目
的自体も変わり、そのための手段も大きく変わってくる。半田
には半田運河があり、非常に雰囲気が良く、ゆっくりと時間
が流れ、休日を過ごすには良い場所。そのように認知してい
ただくことは可能でも、そのカンフル剤（イベント）をやめた途
端にそれが活かされないというのでは、中・長期的なビジョン
に立った施策にはなっていないと思う。そこから一人でも二
人でも商売の規模は別にして、そこでやっていこうという人
が生まれることが重要。

中埜　最初、商工会議所の行政に対する立ち位置がよく
分からなかった。この３年間で、地元商工業の発展、特に中
小・小規模企業の声を一番代弁しなければいけないのが
商工会議所と意を強くした。もっとも代弁するだけではなく、
２，３６０社の会員がいるので、行政には更にモノ申して、変え
て行くことも出来る。その可能性があると思っている。

松石　商工会議所の会員企業は中小・小規模企業が大
半を占める。今、行政施策の中に中小・小規模企業を守り
活性化しようという意図があまりない。結局、大企業の誘致
などに目は行くが、従前からの店舗が益々衰退し、新しい市
街地にどこの地域でも見かけるナショナルチェーンが出店
し、どこの地域も同じ風景になっている。半田というまちの文
化を形成しているのは、従前からの店舗。これから、どのよう
に守っていけるかということを、行政が出来ないのであれば、
商工会議所がもっと力を入れていかないといけないと思う。

榊原　地方創生というのは、正しく地元を活性化させ、人、
モノ、金が好循環する仕組みづくり。本来は地域が活性化
し、そこで暮らす人が潤うような形にしていかないと、真の地
方創生にはならない。大企業を誘致し、税収を上げることも
大切だが、支えているのは中小・小規模企業であり、本当に
地域経済を支えている。よく言われるのは、富士山が綺麗に
見えるのも均質のとれた裾野が広がっているから。地域経
済に目を移せば、裾野が中小・小規模企業であり、頂上の
大企業は僅か。従業者数では、約７０％が中小・小規模企
業。行政もそういうところを見ないといけない。　いつか市町
が立ち行かなくなる可能性がある、大変な時代がくることは
確実。半田は多様な業種があり、企業もあり他地域から進
出し恵まれている。恵まれ過ぎていると新しい施策を打たな
い。他地域の市町は積極的に施策を打ってきている。今ま
で半田が地域一番だったが、周りの方が良くなってきてい
る。このところ、半田市は“扇風機の裏”になっている。近隣と
なぜ手を組んで新しいことをやれないのか…。武豊は火力
発電があり、地域の中の消費がものすごく大きい。そういうも
のを誘致し、立地するなら良いが、地域への相乗効果をし
っかりと考えないといけない。以前、半田は断然トップだった
が、現場を自覚しなければいけない。

小柳　「競争力」という言葉で括れば、確かに周りの市町と
比較して競争力が高い訳ではない。商工会議所として果た
すべき役割をしっかり考え、地域の「稼ぐ力」を養いたい。

榊原　一期目３年の進捗の一つは、行政にモノを言える商
工会議所になったということだと思う。どちらかと言えば、商工
会議所は行政の子会社のようだったが、決して商工会議所
はそうではない。それが実態であれば会員企業にも支持され
ない。これまでの３年間で言うべきことを言えるような関係性を
築いてきたことが、大きな成果の一つと思う。市議会議員との
対話も始めたが、市議会を巻き込むことは商工会議所の大き
な変革になるかもしれない。これを続けなければならない。抵
抗があるかもしれないが、それを打ち破っていかないといけな
い。挑戦をしなければ、会員企業からの支持も得られないだ
ろうなと思う。仕掛け、主導することができるのは商工会議所
であり、他の人は言えない。一つ一つの挑戦が大きなうねりと
なり、次のステップに進む。どんどん巻き込んでいくことが大事
であり、新たな挑戦をしなければいけないと思う。
　何もやらない方が楽だが、それでは役目を果たせない。行
政が怖がり、議会も怖がる商工会議所になる（笑）。モノ言う
商工会議所になるということは、私たちが改革してきた大きな
部分であり、会員企業の皆さんから「商工会議所は変わった」
と言う声を出していただけるのはここにあるだろう。商工会議
所がモノを言わず黙っていたら、会員企業の皆さんはモノが
言えない。現場の生の声を聞かなければモノが言えない。そ
のために会員企業の皆さんには地域別会員懇談会に出て
いただき、どんどん発言、要望をしていただきたい。

小柳　“商工会議所はこうありたい”という理想がある。その
理想を追求する中で正副会頭の考えを十分に踏まえ、商工
会議所職員の理解と行動を伴いながら変革を促し、これか
らの任期３年間をしっかりと作っていきたい。一つ一つ実績を
積み上げていけば、商工会議所としてもこれからも存続し得
るだけでなく、“活きた”商工会議所になっていけるだろう。そ
の決意で臨んでいきたい。

榊原　１期目は“考えて行動する商工会議所”としてやってき
たが、真に“活動する商工会議所”として繋げていく。皆さん
のご協力をよろしくお願いいたします。

聞き手　小柳　厚
（半田商工会議所 専務理事）

実績を積み上げ
活きた

商工会議所に！
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大正天皇由来の 「月の名所」

和食おたのしみ講座（料亭の楽しみ方、和食マナー他）随時承ります。（無料）
全て個室です。イス席もできます。

和 を 楽 し む ひ と と き

半田　亀崎　☎０５６９-２８-１１３６
半田市景観重要建造物に指定されました

創業安政二年

BOU  SHU ROU



地域密着の親切丁寧なくるま屋です
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　名鉄青山駅から東へ徒歩5分、JR東成岩駅からは西へ
徒歩5分。両駅から近い立地にある「食の蔵 酒菜」。一見、
隠れ家の要素を感じる店の佇まい。その店内では、大将の久
松宏行氏が、厨房で腕を振るい、来店客に舌鼓を打たせる。
この「食の蔵 酒菜」、実は、市内で四半世紀の歴史がある。
今回はそんな歴史を紐解きながら紹介したいと思う。
　初代「酒菜」は、大将のご両親が、酒が好き、料理が好きと
いう理由から、青山駅すぐ東に、平成6年に開店。その後、場
所を青山駅西側に移転し、「魚菜」と名称変更。この頃、宏
行氏は「魚菜」で料理長を務めていた。料理長になるまでは、
様々な店舗（居酒屋や割烹料理店等）で修業し、調理のい
ろは、人との縁の大切さを叩き込まれた。そんな宏行氏に最
初の転機が訪れたのは、今から5年ほど前。独立創業も考え
ていた際に、両親から背中を押され、現在地に「食の蔵 酒菜」
として開業。一国一城の主となった。両親は独立を決めた宏
行氏のために、「魚菜」を閉店、「食の蔵 酒菜」をこれからの
店とした。
　独立創業した宏行氏。地元の繋がりや「魚菜」の常連客
も継続リピーターとなり、順調に軌道に乗っていった。かのよ
うにも見えたが、やはり最初はご祝儀での来店客も多かっ
た。旬の食材を使った料理を楽しんでもらうため、魚介類、
肉、野菜等を自らの足で、毎日仕入れにいき、自信をもって提
供するも、客足は上げどまりとなった。
　そんな状況の救世主
は、半田商工会議所の経
営指導員！と言いたいと
ころだが、地元の先輩でも
ある半田商工会議所青
年部（以下：青年部）メン
バーだった。開業当初、一
人で店を切り盛りするた
め、会合にも出られないだ
ろうし、まず経営基盤を固
めることが先決と思い、青
年部への入会は少し時期
を置いた方がいいかもしれ

ない、と筆者も宏行氏も
思っていた。が、そこはさ
すがに地元の先輩、有
無を言わさぬ勢いで入会
メリットなどを説明し、「会
合に出られない日は、俺
らが店に来てやる！！」
という決め台詞もあり、宏行氏は、半田商工会議所青年部
のメンバーとなった。
　青年部加入後は、メンバーが会合後に来店することも増
え、それと共に、宏行氏も経営者として時間調整を巧みにこ
なし、会合や事業などに積極参加するようになった。相乗効
果で、青年部加入後は売上も以前より好調となった。修業
の際に教えられた「人との縁の大切さ」を宏行氏は、ここで身

に染みて感じることとな
る。また、青年部事業
で、店を空ける際、頼り
となるのは、実母の存
在。初期の「酒菜」や
「魚菜」で人気を博し、
あの頃と変わらぬ味の
玉子焼などを提供し、

息子であり大将である宏行氏を助けるゴッド母ちゃんである。
親子鷹での提供料理も楽しめる、飲み放題付の宴会コース
は4,500円（11品）からご用意され、これからの時期、会社の
歓送迎会などにも使い勝手のよい居酒屋である。
　「酒菜」、「魚菜」、「食の蔵 酒菜」と名称は変わるも、変わ
らぬ味とあくなき挑戦で、今後も半田の夜を賑やかにしていく
ことだろう。きっと、このカイギショゲッポウが皆さんの手元に
届く頃、宏行氏が仕入れ、仕込みを行い、皆様のご来店を心
待ちにしています。　　　　　　　　　　（取材：榊原鉄平）

今までも、これからも～酒菜♪魚菜♪酒菜♪～
食の蔵 酒菜

◉人気の玉子焼

◉刺身

◉店内

【住所】半田市有楽町6-120 ミキビル有楽1F
【代表者】久松宏行　　【創業】平成２７年3月
【営業時間】17：30～24：00（L.O.23：00）
【定休日】日曜日　　【TEL】0569-26-0348

会員訪問NO.44４



　榊原純夫半田市長、伊藤忠彦衆議院議員、堀嵜純一愛知県議会議員、朝倉浩一愛知県議会議
員らの来賓、官公庁関係者をはじめ、当所の役員・議員・会員など約３００名が参会し、１月７
日に「新春会員名刺交換会」を開催した。この会は、新年の幕開けを会員事業所一同で祝おう
と毎年開催している。
　冒頭、榊原康弘会頭が主催者を代表し、新年の祝賀、参会への祝意を表すとともに年頭の挨
拶を行い、来賓祝辞の後、地元半田の國盛と金しゃちで鏡開きをし“知多酒”で乾杯。和やかな
雰囲気の中、参会者らは新年の挨拶をしたり、名刺交換をするなどして懇談し、互いに親交を
深めていた。

★
新
春
議
員
懇
談
会
★

　また同日、会員名刺交換会に先立ち、新春議員懇談会を開催した。懇談会内では、知多信用金庫地域支援部副部長・榊
原　豪氏、営業統括部個人取引管理課長・鈴木芳美氏、課長代理・岩穴口香織氏の３名によるゲストスピーチが行われ、
「知多信用金庫の地域貢献活動」について資料を基に説明された。その後に以下の報告事項の説明があった。
　　○連絡報告事項
　　　1．令和２年、令和２年度における
　　　　　役員議員事業所のトピックについて
　　　2．部会・委員会活動について
　　　3．金融機関との連携事業について
　　　　・知多ビジネスプランコンテスト
　　　　・食のビジネスフェアあいち知多半島メッセ２０２０
　　　4．青年部活動について
　　　5．女性会活動について
　　　6．その他

２０２０年

　当所顧問の神谷義尚氏（神谷
鉄工・取締役相談役）に対し、こ
のたび日本商工会議所より永
年の功績に対し感謝状が贈ら
れました。
　神谷氏は平成９年４月に当所
議員に就任以降、平成１３年１１月

から平成１５年８月まで常議員、平成１５
年８月から平成２８年１０月まで副会頭を歴任。副会頭退任後
は昨年１０月末まで常議員を務められました。
　新春議員懇談会の場において、榊原康弘会頭より記念品
と共に伝達授与されました。

神谷義尚顧問に感謝状贈呈

左から神谷顧問、榊原会頭

　榊
員ら

新年の幕開けを祝い
当所会員、来賓ら300名が参会

１０１０

新年の賀詞、参会への
祝意を表する榊原会頭

知多酒で乾杯来賓、正副会頭による鏡開き

全員で三本締め

津軽三味線と和太鼓の演出

知多信用金庫の３氏によるゲストスピーチ懇談会の様子
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C BPC-
CHIT

A BUSINESS PLAN CONTEST

第3回

　　　第３回
２０１９知多ビジネスプランコンテスト

 当所は、市内金融機関との連携事業である、第3回「2019知多ビジネ
スプランコンテスト」2次（最終）選考会を、12月5日に実施いたしました。
同コンテストは、新しいビジネスプランで「新商品・サービスの開発」や「販
路開拓」、「集客」などにチャレンジする方を支援する趣旨のコンテストで
す。コンテストの受賞者には、「半田商工会議所並びに地元金融機関
等」が伴走型支援を行いプランの実現化を図っていきます。
　また、学生からもビジネスアイデアを募集し、今後の新たな事業発掘に
繋げていきます。

　本年は、知多半島各地の企業や個人、学生から合わせて11名の応募があり、5名が１次選考を通過し2次選考に参加さ
れました。2次選考会では、間瀬選考委員長をはじめ、中小企業診断士らの選考委員を前に、プレゼンテーションを行ってい
ただきました。

ビジネスプラン
「ベビー教室・産婦人科病院などを対象とした
 　　　　　　　　　オリジナルベビー服の提供」

【概要】
 最近は各種展示会へ
の出展やWebサイトを
通じて、時々見られるの
がベビー教室や産婦
人科病院といった小売

店以外からの問い合わせである。ロゴを製品に付けて少
ないロットではあるものの、継続的な受注があるという特
徴が、メーカーとしては規模が小さい当社の特徴に合致
していることやオーガニックモデルを中心とした当社の特
徴はマーケットのニーズが高まっていると考え、本プラン
の作成に至った。

ビジネスプラン
 「学校ラインスタンプ作成のマネジメント
     　　　　　　　　　～工業高校生の視点から～」

【概要】　
　近年、スマートフォン
が普及し、文字による
会話や連絡などでライ
ンアプリが使われるよ
うになった。その中で

文字以外に状況を伝えたり、気持ちを伝えたりするツール
としてラインスタンプが利用されている。
　ラインスタンプの影響力を知多地域の学校と結びつけ
ることにより、何らかの効果、無数の効果が考えられる。
その中で本プランでは収益金の寄付等、4つの目的を考
えた。

  

で と うお め

　　　　
（株）オオサカヤ　

代表取締役社長　瀧本  真 氏

　　　　
半田工業高等学校　
服部真心 くん

最優秀賞 学生プラン賞

入賞者のみなさん

2019



会員ファースト、考動する会議所を目指す！
事業、研修会、セミナー、様々な事業を開催しています。

経済講演会「誰も語らない日本経済の行方」

　経済ジャーナリスト・作家である渋谷和宏
氏を招き開催。現在、100年に1度の大き
な消費の変化が起きている。個人金融資
産を多く保有している団塊世代がいわば購
買力・消費リーダーであり、そこに着目した経
営をしている企業が現在成長を遂げている
と紹介された。
　また現在、テレビ番組等を通じて健康志向が高まっており、健康を
テーマとした事業展開を行い、団塊世代のみならず若い世代を取り込
んでいる企業もあると紹介された。
　最後にビジネスリーダーには、変化に対応する力が必要であると述
べ、経営に対し常に問題意識を持ち、従業員の声、消費者の声に耳
を傾ける「聴く力」こそ、変化の時代に必要な力であると説かれた。
参加者／90名

１２/４

部会長（間瀬朱実／知多信用金庫）

経経済講

　経済ジャーナリス
氏を招き開催。現在

金融部会

「生産現場の問題解決」セミナー

　“人・システ
ム・技術”マネ
ジメントオフィ
ス　代表　
捻橋眞一氏
を講師として
招き開催。問

題解決できる人は、どのように「思考」している
のだろうかなど「思考の教科書」で思考方法を
身につける研修であった。参加者／１０名

「生「生産現産現場の問

工業部会

部会長（木下裕義／中部電力㈱）

１０/２３

PAST

FUTURE 　同店では、北海道好きでもあるオーナーお薦めの、北海道産メニューを多
数用意。新鮮な子持ちニシンや、ホッケの塩焼きの他、ザンギも大人気。北
海道の蔵元が作る日本酒や、焼酎も取り揃えている。
　もちろん知多酒もご用意、「超（こゆる）」も味わえる。乙川栄町の『ホルモ
ンGOBAN』と、併せてご贔屓に。

（有）可香工業
飲食店「北のゴバン」オープン

代表／可香幸治
住所／半田市庚申町2-62-1　　営業時間／17：00～23：00
定休日／不定休　　TEL／84-8806

新たにオープンする店、
お役立ちセミナー等のご紹介。

簿記初級講座で、基礎知識を学ぶ

　会社や商店は、日常
様々な経営活動を行っ
ているが、経営の現状
を知り、正しい方向へ
導くための羅針盤とし
て、簿記は大変重要な
役割を果たしている。
　今回の講習会では、簿記の基礎知識を学んでいただくこと
ができた。
　簿記というものに触れていただいたことは大きな意義があ
り、日常業務で活かしていただくことはもちろん、今後の検定
試験へのチャレンジや、上級取得をされることを期待したいと
思う。

９/１９
～

１１/１４

クリスマスコンサート in CLACITY

　昨年9月末、マツイシ
楽器店からクラシティへ
寄贈されたストリートピ
アノを活用して、午前は
子どもたちと小笠原歩
里氏によるピアノコンサ
ート、午後はジャズコン

サートを行った。
　ピアノコンサートでは、子どもたちの日頃の練習の成果を披
露。ピアノ講師等で活躍されている小笠原氏は、子どもたち
からのリクエスト曲やクリスマスソングを演奏。ジャズコンサー
トでは、観客のリクエストやクリスマスにちなんだ曲を演奏し、
多くの観客を魅了した。

ククリス

まちづくり
推進室

１２/５

12
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機械・工具・配管器材・システム開発

URL : http://kk-taisei.co.jp
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令和元年度スローガン

すべての仲間と新時代への挑戦。
～ENJOY 55（GOGO!）HANDA YEG～

青年部
Youth Association

◆12月サンタクロース事業

 １２月２３日、「12月サンタクロース事業～こどもに夢を街にほほえみを
～」を開催致しました。未就学のお子様がいる応募家庭の中から抽
選を行い、サンタクロースに扮した青年部メンバーが当選した55家庭
を訪問し、プレゼントを渡すという事業です。
　当日参加いただきました松石副会頭、榊原市長、応募チラシの配
布にご協力いただきました半田市内の幼稚園、保育園関係者の皆
様、ご協力ありがとうございました。
　この街で四半世紀以上続く、本事業が繋いできたものは「プレゼン
ト」ではなく「想い」だと考え、親から子への深い愛情や夢を伝えるお

手伝いができるように、多くのメンバーが家庭ごとに打合せを行いながら対応しました。
　また、本年から始まった当会の公式LINE＠を駆使して、申込受付から問い合わせ、訪問家庭の位置情
報やお子様へのメッセージ等、ほとんどの情報収集を行いました。更に、キーワード自動返信機能を活用し
て、メッセージごとにショートムービーを作成、当日渡したメッセージカードにキーワードを記載することで、公式
LINE＠にて配信することにも挑戦しました。サンタクロースに扮したメンバーが、笑顔で会議所に戻ってきた
こと、各家庭からも笑顔や、喜びの声をいただけたことを思うと、本事業を通じて繋いできた「想い」が様 な々
方向に対して、いい影響を与えていると確信しました。街の将来を担う子どもたちが半田市に一層愛着を持
ち、更なる街のアップデートを考えられるように、今の街をデザインする私たちからの大きなメッセージとなったこ
とを期待しております。　　　　　　　　　　　　 半田のこども育成委員会 委員長　山本悠介（CTリング㈱）

55突然サンタクロース
　～こどもに夢を街にほほえみを～

◆５５の人文字をサンタが表現

◆現役時代以来にサンタ
　に扮した松石副会頭

◆12月イルミネーション事業

　１２月１日、毎年恒例となりましたイルミネーション事業を開催致しました。今年は新し
い事に挑戦すべく、例年よりかなり広範囲に電飾を行うと共に、青年部マルシェを実施しました。
青年部マルシェとは、青年部メンバーそれぞれが、商工業に携わる団体だからこそ出来る事業、そし
て、それぞれの社業に、新しい発見や発想をこの事業で感じてもらうためのものです。実現に向けて、
委員会で頑張ってまいりました。
　事業を終えて思うことは、半田YEGはすごい！という事です。当日来場者の表情を見て感じた事
ですが、われわれ半田YEGの力で、地域に賑わいを、来場者に笑顔を、子ども達の歓声を創り出せ
る団体なんだと改めて確信し誇らしく思いました。これも全て、委員会メンバーをはじめ、ご協力を賜り
ました全ての皆様のおかげでございます。誠にありがとうございました。

　しかしその反面、初めての試みということもあり、設営や準備等で皆様に、ご心配・ご迷惑をおかけした部
分もあり、大変申し訳ございませんでした。この経験を次代のメンバーにしっかりと繋いでいき、メンバー全員が
所属している（する）ことを誇らしく思う団体として目指していただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        渉外委員会 委員長　千葉高也（千葉電工）

YEGが半田を照らす！！
ド派手なイルミで半田を彩れ！！！

◆ワークショップも大人気◆当日限定の光のトンネル

◆多くの来場者を前に
　挨拶をする榊原会頭

◆今年も輝くモミの木
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いいかも半田人！
はんだびと

ここには域外に誇れる星の文化が溢れています。この文化を活かし、育て、今後に繋いでいければと思います。
　　　　　　　　　　　 文責：半田市観光協会事務局長　榊原　宏

館長  杉江 幸代氏

　久しぶりの編集後記の井上です。
　もう早いもので、平成31年度（令和元年度）が終わろうとしています。年々、一年が過ぎるのが早く感じる
ようになってきたのは、いろいろな事を経験してきて、その生活に新鮮味がないからだと思っていました。だ
からうちの祖母なんかは特に、「もう一年経つがなー」なんて言っていて、それは祖母が何事も経験済みだか
らだと。子どもは『早く夏休み来るといいな』とか『誕生日まだかな』とか何か新しいことをいつも探してい
るから、一年が長く感じるんではないかと。
　そんなことを会員さんと話していたら、「いやいや違うでしょ、大人はいつも仕事や
家事や何やらの締切などに追われているからせわしく感じるのでしょう。子どもはある
程度やることも無くて暇だからでしょ」と言われました。あぁ、そうか、そうだったの
か。確かに子どもの頃は何も考えずに生きていたなーと感じ、少しだけ忙しい大人にな
ったんだなと感じた今日この頃でした。　　　　　　　　　　　福祉共済課　井上さや香
　　 　　　
                                                                                       

半田空の科学館【半田空の科学館】
半田市桐ヶ丘4-210　

 TEL.23-7175　9時～17時（毎週月曜休）

『来てよかったね。
また来たいね』

をモットーに運営しています。

「ごんぎつね」がストップモーションアニメーショ
ン”ごん”となってプラネタリウムで上映中
（毎週金土日祝14時30分～、9月27日まで）

館長の杉江幸代さんに空の科学館の魅力をお伺いしました。
「ここは知多半島唯一のプラネタリウムです。ですので、市外から多くのお客様がお越しになりますね。特に小学生の校外学習では
県内各所から、週末にはファミリー層中心にたくさんの方が来てくれますよ」
　ここ最近のお客様の動向について、
「ここは10年前から民間運営になり、少しずつ提供するサービスの自由度もあがり、併せて、プラネタリウムの設備や望遠鏡も更新さ
れ、年々魅力的なサービスを提供できるようになりました。お客様も増え、とてもありがたいです」

星が大好きなボランティア
スタッフが多く活動も多彩。
毎週金曜夜は星の観察
会、年２回星祭り、星のソム
リエ講座などを実施。

いことをいつも探してい

や

の

香
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登場者募集中！ あなたの周りに輝いている方はいらっしゃいませんか ！ 男性・女性・自薦・他薦は問いません。
ご連絡をお待ちしています。 TEL.21-0311(広報チーム）

とーくさろん

山本　家事が好きでずっと専業主婦でいたいと思っていまし
たが、子どもが保育園に入った頃お友達に頼まれて働き始め
ました。その職場はとてもいい環境だったので10年間勤めて
いましたが、通信会社を生業とする主人がカプセルサロンを始
めることを決めたのをきっかけに職場を辞め、お手伝いをするこ
とにしました。夫婦で南国へ旅行することが好きなので、店内
はリゾート地のスパをイメージ、シンボルツリーはヤシの木にし
て、大好きなハワイの雰囲気溢れるお店にしました。また、店の

前は桜並木で、桜の季節にはテラス席でお茶をす
るのもステキなシチュエーションです。（カフェ
スペースあり）
　今も専業主婦がいいなと時々思いなが
ら、楽しく働いています（笑）。パートナーは
１３年来のお友だちのやっちゃんです。
太田　私も量子ちゃんと似ていて本当は
家でゴロゴロしていたい、子どもと一緒にい

たい方です。私が傍にいないと泣いていた子ど
もも、ご飯とお金があればいい（笑）、友達が一番という

年になり少し寂しさを感じていました。そんな時にお誘いいただ
き、興味深い分野の仕事と思ってお勤めさせていただくことに
しました。朝が得意な私が午前、午後は量子ちゃんが担当で
す。お客さまは健康に関しての意識が高い方が多いので、その
分野の情報をいっぱい持っています。私たちも勉強しなければ
と、常にアンテナを張っています。
山本　「今まで名古屋に行っていたけど、近くにできて良かっ
た」と通っていらっしゃる方もいます。接骨院さんや整体院さん
に酸素カプセルを設置している所もあるようですが、知多半島
で専門店はここだけではないでしょうか。知多半島一円、三河

方面から来店され、１０代から７０代までの幅広いお客さまにご
利用いただいています。ケガの早期治療、勉強の集中力アッ
プ、部活疲れ、仕事疲れ、睡眠不足で悩んでいる方々、理由は
それぞれですが、本当にみんな疲れているとこの仕事を通じて
感じています。酸素不足が体の不調の原因とも言われており、
１時間のカプセル利用は２・３時間の睡眠に価する上に、高濃
度酸素を取り込むことで、疲れ解消の一つの選択になると考え
ています。
太田　人によって効果の表れ方は異なり「スッキリした」とお帰
りになる方、すぐに実感できなくてもリピーターでいらっしゃる方
それぞれですが、カラダに良いことはどなたも感じていらっしゃる
ようです。また、コラーゲンマシーンのご利用も多いですね。人
間のカラダを作っているタンパク質のうち約３０％、皮膚の約７
０％はコラーゲンが占めています。マシーンのご利用で、関節の
痛み等の緩和、内臓の改善、お肌のハリと弾力を増し、髪のサ
ラサラ効果など嬉しいことばかりです。
山本　このお店は「カラダとココロにちょっとしたご褒美を」をコ
ンセプトにしています。酸素カプセル・コラーゲンマシーン、セラ
ゼムマシーンなど、組み合わせることで効率よく効果を得ること
ができます。もう少し落ち着いたら、空きスペースを利用して何
か新しいことに挑戦したいですね。もしかしたら先ずは、本格的

にカフェを始めるかも！
太田　家でゴロゴロ派の私も、今では働
くことに魅力を感じ、この仕事に全力
です。量子ちゃんと一緒に、皆さんの
元気なカラダ作りのお手伝いが出
来たらと思っています。

Capsule Salon

LITTLE TREAT
■所在地／半田市瑞穂町５ー２‒３　　■TEL／８４ー９１３３　　　
■営業時間／９：００～２１：００　　■定休日／火曜日　　■完全予約制

南知多町生まれ、半田市在住　　
趣味：タヒチアンダンス・旅行

（やまもと・りょうこ）山本量子　

カラダとココロにちょっとしたご褒美を

さん

岡山県生まれ、半田市在住　　
趣味：半身浴・料理

（おおた・やすこ）太田恭子　 さん

山本さん家族と太田さん家族とお友達との恒例と
なっているキャンプは夏の楽しみのひとつ。
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